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亜寒帯河川流域における水・土砂の流出機構：アラスカ・タナナ川
Discharge and sediment load from a subarctic river basin: the Tanana River, Alaska
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貯留型流出モデルの一つ，タンクモデルを用いて，亜寒帯河川であるアラスカ・タナナ川での流量・土砂流出量時系列
に対する再現を試み，水・土砂の流出に対する氷河融解流出と降雨流出の寄与を定量化している。結果として，その再
現性は高く，タナナ川の流量に対する氷河融解流出の寄与は 26-57 %，土砂流出量に対する氷河土砂流出の寄与は 76-94
%と極めて高いことがわかった。
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